
高荷重化と高分解能の両立を実現。
次世代の熱物性評価を支える NEXTA® DMA

熱分析から粘弾性まで、さまざまな熱物性評価ニーズにお応えしてきた
日立ハイテクサイエンスは、新しいNEXTAシリーズをリリースしました。

動的粘弾性測定装置 NEXTA DMAは、
磁気回路を刷新し、高周波高分解能のLVDT*を搭載することにより、
低荷重から高荷重までの測定を高精度で行うことが可能となりました。

安全面を重視して、新規冷却システムである電気冷却式ガスチラーに
対応し、液化窒素不要のマイナス温度域での測定を実現しました。
＊LVDT: Linear Variable Differential Transformer（線形可変差動変圧器）

熱分析装置の歩みは、
お客様からの信頼の歴史

1974年に国内で熱量計を製品化。
以来、40年以上にわたり
幅広いお客様にご愛顧いただいています。
これまでも、これからも、
お客様に信頼していただける
熱分析装置を提供していきます。

NEXTA®は日本およびアメリカ・欧州・イギリス・韓国・台湾における株式会社日立ハイテクサイエンスの登録商標です。


